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本
に

長
く
住
ん
で

い

る

か
ら
」

「

こ

こ

は

日

本
だ
か

ら
」

と

日
本
語
使
用

に

違
和
感
は

な
い

よ
う
で

あ
る

。

ま
た

大
阪
オ
ン

ヌ

リ

教
会
で

初
め

て

執

事
が

任
命
さ
れ
る

と

き
に

行
わ

れ

た

「

執

事
任
職

礼
拝
」

（
二

〇

〇

九

年

二

月
三
一

旦

や

信
徒
総
会
（
同

年．
二

月
一

日）

も

す
べ

て

日

本
語
で

行

わ
れ
た

。

在
日

大
韓
基

督
教

会
と

異
な

り、

韓

国
語
へ

の

こ

だ
わ

り
は
金

く
見
ら
れ
な
い

。

　
四
　
お
わ

り
に

　
礼

拝
に

お

け
る

日

本
語
使
用
と
い

う
点
に

お
い

て

両
者
に

は

違
い

が

見

ら
れ
た

。

こ

の

違
い

は

両
者
が

流
入
し
た

社
会
的
背
景
に

よ

る
。

植
民
地

支
配
下

に

流
入

し
た

在
日

大
韓
基

督
教

会
は

民
族
主

義
的
な
性
格
を
形
成

し
、

宗
主

国
と

従
属
国
と
い

う
関

係
が
な

い

中
で

流
入
し

た

韓
国
系
キ
リ

ス

ト

教
会
は

日

韓
の

歴

史
的
関
係
を
抜

き
に

し
て

普
遍
主

義
的

な
性
格
で

も
っ

て

宣

教
を

行
う

。

出
自
は

同
じ

韓
国
キ

リ

ス

ト

教
で

あ
り
な
が

ら

大

阪
オ
ン

ヌ

リ

教
会
が

大
阪
西
成
教

会
よ

り
も
日

本
人
信
者
を

獲
得
で

き
て

い

る

の

は
、

徹
底
し
た

日
本
語
使

用
に

よ

る

と

考
え
ら

れ

る．．

朝
鮮
学
校
教
員
家
族
に

お

け

る

祖

先
祭
祀

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

猪
瀬
　
優
理

　
本
発
表
の

課
題
は

在
日
朝
鮮
人
の

家
族
に

お

け
る

二

〇

〇

〇

年
代
初

頭

現
在
の

祖
先
祭
祀
（
以

下
「

チ
ェ

サ
」

と

記
す
）

の

実
施
状
況
に

見
ら
れ

る

変
容
と

そ
の

意
眛
に

つ

い

て

考
察
す
る

こ

と
で

あ
る

。

　
チ
ェ

サ

と

は
、

朝
鮮
半
島
を
中

心
と

し
て

行
わ

れ
て

い

る

亡

く
な
っ

た

先
祖
に

礼
を

捧
げ
る
儀

式
だ
が

、

本
発

表
で

は

チ

ェ

サ
の

担
い

手
と

し

て
、

朝
鮮
学
校
教
員
の

家
族
に

着
目
す
る

。

朝
鮮
学
校
は

民
族
を
重
視

す

る

教
育
の

場
で

は
あ
る

が
、

チ
ェ

サ

は

基
本
的
に
は

各
家
庭
の

祖
先
祭
祀

儀
礼
で

あ
る

た

め
、

チ
ェ

サ
の

実
施
の

程

度
と

朝
鮮
学
校
教
員
で

あ
る

こ

と
と
の

直
接
的
な

関
わ

り
は
な
い

。

た
だ
、

本
発
表
で

は
、

チ
ェ

サ
の

実

施
を

意
識
的
に

行
う
可

能
性
が

高
い

層
と

し
て

朝
鮮
学
校
教
員
家
族
を

捉

え
る

。

　
従
来、

チ
ェ

サ

は

朝
鮮
民
族
の

民
族
性
の

表
象
と

し
て
捉
え
ら
れ
て

お

り
、

民
族
的
ア

イ

デ

ン

テ

ィ

テ

ィ

と
チ
ェ

サ
の

関
係
を
問
う
視
点
は

重
要

で

あ
る

。

し

か

し
、

本
発
表
で

は
、

社
会
変
動
と

祖
先
祭
祀
の

変
容
と

の

関
係
を
み

る

た

め
、

家
族
像
の

変

容
と
い

う
観
点
か
ら
チ
ェ

サ
の

変
容
を

検
討
す
る

。

　
東
北
・

北
海
道
地
区
お
よ
び
関

東
地

区
の

朝
鮮
学
校
数
校
か
ら
の

協
力

を

得
て、

そ
れ

ぞ

れ

の

学
校
に

所
属
す
る

複
数
の

朝
鮮
学
校
教
員
か
ら

そ

れ

ぞ
れ
の

家
族
・

親
族
の

冠
婚
葬
祭
に

つ

い

て
、

特
に

チ
ェ

サ
を
中
心
と

し
て

聞
き
取
り
を

行
っ

た
。

調
査
は
二

〇

〇
八

年
か
ら
二

〇

〇

九

年
に

か

け
て

実
施
し

た
。

　
全
対
象
二

二

名
の

う
ち

、

二

〇
歳

代
が

＝

名
と

半
数
を
占
め
、

五

〇

歳
代
は
二

名、

六

〇

歳

代
は
一

名
の

み

で

あ
る

。

在
日
二

世
に

当
た

る

人

が

六
名、

三

世
に

当
た

る

人
が

十
六

名
で

あ
る

。

ま
た、

父
方
あ
る

い

は

母
方
の

既
婚
者
の

大
部
分
が

在
日

同
胞
と

結
婚
し
て

い

る
。

　
二

二

名
の

回
答
者
の

う
ち
、

家
族
・

親
族
が

チ
ェ

サ
を
実
施
し
て

い

る

と

回
答
し
た

の

は

十
八

名
で

あ
っ

た
。

四

名
は

家
族
・

親
族
が
チ
ェ

サ
を

実
施
し
て

い

な
い

と

回
答
し

た
。

　
聞
き

取
り
調
査
の

結
果
か

ら

読
み

取
れ

た
具
体
的
な
変
容
は
、

旧
暦
で

は

な
く
西

暦
に

変
え、

祀
る

先
祖
を

限

定
し
て

実
施
回
数
を
減
ら
し、

供

物
の

種
類
・

量
を

減
ら

す
、

複
数
の

忌
祭
祀
を
ま
と

め
て

行
う、

き
ょ

う

だ
い

が
一

年
ご

と

に
交
代
し

て

行
う
な
ど
、

チ
ェ

サ
の

形
式
面
の

合
理
化
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と

し
て

ま
と
め

ら
れ
る

。

　
ま
た
、

儒
教
的

祭
祀
で

あ
る

チ
ェ

サ
は
民
族
性
の

象
徴
で

あ
る
と

同
時

に、

女
性
差
別
の

象
徴
と
も
い

え
る

側
面
が
あ
っ

た
。

し
か
し
、

今
回
の

聞
き
取
り
か
ら
は
、

儒
教

的
家
父
長
制
に

基
づ

く
家
族
像
は
、

女
性
を

含

め

た

個
人

を
尊
重
す
る
家

族
像
へ

と
変
容
し
て

い

る

と
み

ら
れ

る
傾
向
も

見
出
せ

た
。

　
朝
鮮
学
校
教
員
家
族
に
よ
っ

て

実
施
さ
れ
て

い

る

チ
ェ

サ

は

単
に
祖
先

祭
祀
を

通
し

て

民
族
的

な
ル

ー

ツ

を

意
識

す
る

機
会
で

あ

る
だ

け
で

な

く
、

普
段
は

顔
を
合
わ

せ
る

こ

と

の

少
な
い

全

国
各
地
に

散
ら

ば

っ

た

親

族
が

集
合

し
て

故
人
の

思
い

出
や
近
況
を
語
り
合
え
る

場
と
し

て

認
識
さ

れ

て

い

た
。

朝
鮮
学
校
教

員
家
族
に

お

い

て

チ
ェ

サ

は

何
ら

か

の

形
で

行

わ

れ
て

い

た
。

そ
れ

は

引
き
継
が

れ
る

と

い

う
よ

り
も

、

在
日

朝
鮮
人

家

族
と
し

て

新
た

に
作
り
出
さ
れ
て

き
た

チ
ェ

サ

と
い

う
側
面
が

あ
っ

た
。

　
朝
鮮
学
校
教
員
家
族
に
と
っ

て

チ
ェ

サ
は

、

家
族
の

結
束
を

確
認
す
る

場
で

あ
り
、

か
つ

「

朝
鮮
人
」

で

あ
る

こ

と
を

確
認

す
る

場
で

あ
る

と
い

え
る

。

ま
た

、

チ
ェ

サ

を
そ
れ
ぞ

れ
の

事
情
に

照
ら

し
て

変
容
さ
せ

て

い

く
過

程
は

、

日

本
社
会
の

中
で

自
分
た

ち
の

生

活
を

守
り
な
が

ら、

新
た

な

家
族
を

形
成
し

て

い

く
過
程
で

も
あ
る

と

考
え
ら

れ
る

。

　
最

後
に

、

本
調
査
の

最
終
的
な

目
的
は
、

チ
ェ

サ

に
隹…
点
を

あ
て

て

在

日

朝
鮮
人

家
族
の

祖
先
祭
祀
の

あ
り
方
と

家
族
の

現
状
を

明
ら
か

に

す
る

こ

と
で

あ
っ

た
。

し
か

し
、

本
発
表
で

示
す
こ

と
が

で

き
た
の

は
、

朝
鮮

学
校
教
員
家
族
と

い

う
限
ら
れ

た

人
々

の

状
況
で

あ
る

。

今
後
は

、

異
な

っ

た
立
場
に

あ
る

多
様
な
在
日
朝
鮮
人

家
族
の

チ
ェ

サ
の

実
情
を

明
ら

か

に

す
る

こ

と
で

、

そ
の

全
体
像
が

見
え
て

く
る

の

で

は
な
い

か
と

考
え
て

い

る
。

パ

ネ
ル

の

主

旨
と

ま
と
め

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　

櫻
井
　
義
秀

　
一
　

宗
教
文
化
の

ト

ラ

ン

ス

ナ
シ

ョ

ナ
リ
テ

ィ

　
昨
今、

グ

ロ

ー

バ

リ
ゼ

ー

シ

ョ

ン

の

進
展
と

共
に
宗
教
文
化
の

越
境
性

（
ト
ラ

ン

ス

ナ
シ
ョ

ナ

リ

テ

ィ
）

が
研

究
さ
れ
て

き
て

い

る
。

移

民
・

難

民
を

含
む

国
際
的
な
労
働
力
移
動
に

加
え
て
、

世
界
宣
教
に

力
を

注
ぐ
既

成
宗
教
・

新
宗
教
が
あ
り、

さ
ら

に

バ

〜

チ

ャ

ル

な
ス

ピ
リ

チ
ュ

ア

リ

テ

ィ

空
間
の

拡

大
に

よ
っ

て
、

特
定
の

地
域

的
空
間
や
民
族
・

歴

史
的
伝
統

に

固
有
な
も
の

と

考
え
ら
れ

て

い

た

宗
教
文
化
が
異
文
化
圏
へ

浸
透
し

て

い

っ

て

い

る
。

　
本
パ

ネ
ル

で

は
、

現
在

、

発
表
者
た

ち

が
進
め

て

い

る

東
ア

ジ
ア

に

お

け
る

宗
教
文
化
の

動
態
調
査
の

う
ち、

こ

の

二
、

三

〇

年
に

限
定
し

た

韓

国
と

日
本
の

宗
教
文
化
交
流
に

焦
点
を
し

ぼ

り、

調
査
研
究
の

あ
ら

ま

し

と

知
見
の
一

部
を

報
告
し
た
。

　
二

　
調
査

研
究
の

経
緯

　
本
研
究
は
、

韓
国
側
・

日
本
側
の

研
究
者
が

ほ

ぼ
】

○

年
間
の

共
同
作

業
に

お

い

て

構
築
し
て

き
た

調
査
研
究
の
一

部
で

あ
る

。

韓
国
側
の

調
査

は
、

東
西
大
学
教
授
李
元
範
を

中
心
と
し

た

韓
国
学
術
振
興
財

団
人
文
社

会
分
野
支
援
国
内
外
地

域
研
究
助
成
「

日

韓
宗
教
の

相
互

実
態
に

関
す
る

調
査
（

二

〇

〇

三

−
四
）
」

「

日
本
大
衆
文
化
開
放
に

よ

る

日

本
系
宗
教
の

教
勢
お

よ

び

受
容
者
の

意
識
変
容
に

関
す
る

調
査
（
二

〇

〇
四

−
五

と

に

よ

る
。

日

本
側
は

櫻
井
義
秀
を

中
心
と
し
て

科
学
研
究
費
基
盤

研
究
（
B
）

（
一
）

研
究
課
題
番
号
一

六
三

二

〇

〇
一

〇

「

カ

ル

ト
問
題
と
社

会
秩
序
−

公

共
性
の

構
築
に

関
わ

る

比
較

社
会
論
的
検
討
1

（

二

〇
〇

四
−
六
）

」

と

萌
芽
研
究

（

研
究
課
題
番
号
一

九
六

五

二

〇

〇
六

「

日
韓
宗
教
文
化
の
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